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将
棋
と
棋
士
を
こ
よ
な
く
愛
し
た

　

作
家
の
山
口
瞳
へ
の
追
想

田
丸　

昇

　

私
は
、
将
棋
を
愛
好
し
た
作
家
の
山
口
瞳
と
将
棋
界
と
の
関
わ
り
、
私

的
に
交
流
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
元
に
し
て
、
山
口
の
人
生
の
一
端
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

山
口
は
、
ま
じ
め
で
気
が
小
さ
い
会
社
員
の
日
常
生
活
と
物
悲
し
さ
を

綴
っ
た
『
江
分
利
満
氏
の
優
雅
な
生
活
』
の
小
説
で
、
一
九
六
三
年
に

三
七
歳
で
第
四
八
回
直
木
賞
を
受
賞
し
た
。
あ
る
選
考
委
員
は
「
皮
肉
あ

り
、
私
小
説
あ
り
、
随
想
あ
り
で
、
筋
と
い
う
も
の
は
別
に
な
い
け
れ
ど

全
体
か
ら
《
ひ
と
つ
の
新
鮮
な
詩
》
を
感
じ
た
」
と
評
し
た
。

　

山
口
は
「
週
刊
新
潮
」
の
伝
説
的
編
集
者
だ
っ
た
斉
藤
十
一
か
ら
依
頼

さ
れ
、『
男
性
自
身
』
と
い
う
表
題
の
エ
ッ
セ
ー
の
連
載
を
一
九
六
三
年

の
末
か
ら
始
め
た
。
自
身
の
身
辺
雑
記
や
率
直
な
物
言
い
を
綴
っ
た
軽
妙

な
筆
致
は
、
読
書
の
共
感
を
呼
ん
で
支
持
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
九
五
年

に
六
九
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
三
一
年
間
、
一
回
も
休
載
す
る
こ
と
な
く

書
き
続
け
た
。
連
載
回
数
は
一
六
一
四
回
に
及
ん
だ
。

　

山
口
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
将
棋
が
好
き
だ
っ
た
。
三
〇
代
に
洋
酒
メ
ー

カ
ー
の
サ
ン
ト
リ
ー
（
当
時
は
寿
屋
）
の
宣
伝
部
に
Ｐ
Ｒ
誌
の
編
集
者
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
頃
は
、
将
棋
が
強
い
同
僚
を
自
宅
に
呼
ん
で
指
す
こ

と
が
よ
く
あ
っ
た
。

　

や
が
て
、
山
口
の
将
棋
好
き
は
棋
士
た
ち
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
人
気
棋
士
の
芹
沢
博
文
八
段
、
中
原
誠
八
段
、

米
長
邦
雄
七
段
（
肩
書
は
い
ず
れ
も
当
時
。
以
下
の
棋
士
も
同
じ
）
ら
が
、

東
京
・
国
立
の
山
口
の
自
宅
を
訪
れ
て
交
流
し
た
。

　

治
子
夫
人
の
話
に
よ
る
と
、
芹
沢
八
段
は
来
る
な
り
「
奥
さ
ん
、
お
茶

な
ん
か
い
り
ま
せ
ん
よ
。
ダ
ル
マ
（
サ
ン
ト
リ
ー
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
オ
ー
ル

ド
）
と
氷
が
あ
れ
ば
十
分
で
す
」
と
注
文
し
、ぐ
び
ぐ
び
と
飲
み
続
け
た
。

芹
沢
は
名
う
て
の
酒
豪
だ
っ
た
。
中
原
八
段
が
来
た
と
き
に
、
有
名
蕎
麦

店
の
人
が
茹
で
た
て
の
蕎
麦
を
出
す
と
、
中
原
は
「
う
ま
い
蕎
麦
は
、
す

ぐ
に
食
べ
な
き
ゃ
」
と
言
っ
て
、
色
紙
に
揮
毫
し
て
い
た
筆
を
箸
に
持
ち

替
え
た
。
夫
人
は
「
子
ど
も
み
た
い
」
と
ほ
ほ
笑
ん
だ
と
い
う
。
山
口
は
、

米
長
七
段
と
競
馬
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
。
米
長
が
明
子
夫
人
と
弁
当
持

参
で
競
馬
場
に
出
か
け
、
立
見
席
で
観
戦
す
る
こ
と
に
好
感
を
覚
え
た
と

い
う
。

　

山
口
夫
妻
は
、
明
晰
な
頭
脳
で
一
流
棋
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
彼
ら
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の
素
顔
や
性
格
が
明
る
く
て
親
し
み
や
す
い
こ
と
に
驚
い
た
。
山
口
の
将

棋
熱
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

山
口
は
自
ら
働
き
か
け
て
、
文
芸
誌
の
「
小
説
現
代
」
で
『
山
口
瞳
血

涙
十
番
勝
負
』
と
い
う
自
戦
記
を
兼
ね
た
エ
ッ
セ
ー
の
連
載
を
一
九
七
〇

年
か
ら
始
め
た
。
山
口
が
当
代
の
一
流
棋
士
一
〇
人
と
、「
飛
車
落
ち
」

の
ハ
ン
デ
ィ
戦
で
対
局
す
る
企
画
だ
っ
た
。
当
時
は
世
間
に
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
将
棋
界
の
有
様
や
棋
士
の
姿
を
、
将
棋
フ
ァ
ン
の
み
な

ら
ず
一
般
の
人
た
ち
に
も
伝
え
た
い
、
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。

　

山
口
は
『
血
涙
十
番
勝
負
』
で
、
大
山
康
晴
名
人
、
中
原
十
段
、
二
上

達
也
八
段
、
原
田
泰
夫
八
段
、
米
長
八
段
ら
の
棋
士
と
対
局
し
た
。
こ
う

し
た
「
お
好
み
対
局
」
で
は
、
プ
ロ
が
ア
マ
に
勝
ち
を
譲
る
こ
と
が
時
に

あ
る
。
し
か
し
、
棋
士
た
ち
と
山
口
は
真
剣
勝
負
の
よ
う
に
戦
っ
た
。

　

プ
ロ
棋
士
を
相
手
に
懸
命
に
戦
っ
て
呻
吟
す
る
様
を
率
直
に
綴
っ
た
自

戦
記
は
、
そ
の
健
闘
ぶ
り
や
心
持
ち
が
読
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
。
ま
た
、

文
中
で
紹
介
す
る
棋
士
の
ユ
ニ
ー
ク
な
素
顔
、
少
し
辛
口
の
棋
界
評
論
な

ど
に
よ
っ
て
、世
間
の
将
棋
と
棋
士
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

対
局
で
記
録
係
を
務
め
た
奨
励
会
員
（
棋
士
の
卵
）
に
は
、
温
か
い
言
葉

で
激
励
し
た
。

　

山
口
は
『
血
涙
十
番
勝
負
』
で
、
三
勝
六
敗
一
分
の
成
績
を
挙
げ
て
大

い
に
健
闘
し
た
。《
こ
れ
は
僕
の
血
と
涙
の
書
で
あ
る
。
い
ま
、
ア
ベ
ベ

と
一
緒
に
一
万
メ
ー
ト
ル
を
走
っ
た
よ
う
な
気
分
で
い
る
。
全
棋
譜
は
、

決
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
》
と
、
最
後
に
綴
っ
た
。

　

こ
の
企
画
は
好
評
を
博
し
た
。
引
き
続
い
て
『
続
血
涙
十
番
勝
負
』
が

始
ま
り
、
山
口
は
木
村
義
雄
十
四
世
名
人
、
塚
田
正
夫
九
段
、
内
藤
国
雄

九
段
、
加
藤
一
二
三
・
九
段
、
大
内
延
介
八
段
ら
と
、「
角
落
ち
」
の
ハ
ン

デ
ィ
戦
で
対
局
し
た
。

　

私
が
作
家
と
い
う
職
業
の
人
を
初
め
て
見
た
の
は
、
奨
励
会
（
棋
士
養

成
機
関
）
の
三
段
だ
っ
た
二
〇
歳
ぐ
ら
い
の
頃
。
東
京
・
千
駄
ヶ
谷
の
旧

将
棋
会
館
の
ロ
ビ
ー
で
、
多
く
の
棋
士
と
談
笑
し
て
い
た
の
が
山
口
だ
っ

た
。
棋
士
に
な
れ
ば
、
あ
ん
な
著
名
人
と
親
し
く
話
が
で
き
る
ん
だ
と
、

羨
望
の
思
い
を
抱
い
た
も
の
だ
。

　

私
は
二
〇
代
は
じ
め
の
頃
、
同
世
代
の
奨
励
会
員
ら
と
共
同
で
、『
棋

友
』
と
い
う
表
題
の
同
人
雑
誌
を
定
期
的
に
出
し
て
い
た
。
私
た
ち
同
人

に
と
っ
て
、
本
作
り
の
作
業
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
経
験
で
、
み
ん
な
で

書
い
た
自
戦
記
・
講
座
・
随
筆
な
ど
の
文
章
は
稚
拙
な
内
容
だ
っ
た
。
た

だ
若
者
が
抱
く
夢
と
熱
気
は
充
満
し
て
い
た
と
思
う
。
一
九
七
一
年
に
創

刊
し
た
『
棋
友
』
は
、二
年
後
に
諸
事
情
に
よ
っ
て
休
刊
す
る
こ
と
に
な
っ

た
（
通
巻
で
一
三
号
）。

　

一
九
七
三
年
二
月
。
前
年
に
四
段
に
昇
段
し
て
棋
士
に
な
っ
た
私
（
当

時
二
二
歳
）
は
、『
棋
友
』
を
山
口
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
バ
ッ
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ク
ナ
ン
バ
ー
を
何
冊
か
自
宅
に
送
っ
た
。
将
棋
に
例
え
れ
ば
、
ア
マ
級
位

者
が
自
分
の
棋
譜
を
プ
ロ
高
段
者
に
講
評
を
お
願
い
す
る
よ
う
な
も
の
だ

が
、
恐
れ
を
知
ら
な
い
の
は
若
者
の
特
権
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
数
日
後
、
私
の
と
こ
ろ
へ
山
口
か
ら
返
信
の
ハ
ガ
キ
が
届
い

た
。《「
棋
友
」
有
難
う
。
こ
の
テ
の
雑
誌
は
大
好
き
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
大

会
か
ら
ミ
ジ
メ
君
の
話
ま
で
、
全
部
読
み
ま
し
た
。
休
刊
は
、
な
ん
と
も

残
念
で
す
。
お
ヒ
マ
が
出
来
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

何
人
で
来
ら
れ
て
も
歓
迎
し
ま
す
》
と
い
う
文
面
だ
っ
た
。

　

私
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
の
好
意
に
甘
え
て
、
同
人
仲
間
で
弟

弟
子
で
あ
る
沼
春
雄
三
段
と
一
緒
に
、
山
口
の
自
宅
を
訪
れ
た
。
白
亜
の

洋
館
風
の
建
物
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
応
接
間
に
通
さ
れ
た
。
奥
の
壁
に
は
、

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
書
架
が
設
置
さ
れ
て

い
て
、
文
学
全
集
、
事
典
、
美
術
書
な
ど
が
ぎ
っ
し
り
と
並
ん
で
い
た
。

　

山
口
は
、
自
宅
で
定
期
的
に
棋
士
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
棋

士
は
山
口
英
夫
五
段
。
中
央
線
の
沿
線
に
住
ん
で
い
る
若
い
棋
士
、
と
い

う
山
口
の
希
望
を
受
け
て
人
選
さ
れ
た
。
山
口
五
段
は
「
英
ち
ゃ
ん
流
」

と
呼
ば
れ
た
中
飛
車
を
創
案
し
た
棋
士
で
、
愛
称
が
戦
法
名
に
付
い
た
初

め
て
の
例
だ
っ
た
。

　

当
日
は
月
に
一
回
の
指
導
日
。
応
接
間
に
将
棋
盤
が
五
面
ほ
ど
並
べ
ら

れ
て
い
て
、テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
あ
る
著
名
人
が
将
棋
を
指
し
て
い
た
。

タ
レ
ン
ト
の
大
橋
巨
泉
だ
っ
た
。
ほ
か
の
参
加
者
は
、
放
送
作
家
の
安
倍

徹
郎
、
競
馬
評
論
家
の
赤
木
駿
介
、
出
版
社
の
編
集
者
な
ど
。
山
口
は
そ

の
将
棋
仲
間
の
集
ま
り
を
「
山
口
組
」
と
称
し
た
。
あ
の
団
体
と
は
も
ち

ろ
ん
関
係
な
い
。
飛
び
道
具
は
、
将
棋
の
駒
だ
け
で
あ
る
。

　

山
口
は
、
盤
は
榧
（
か
や
）、
駒
は
黄
楊
（
つ
げ
）、
駒
台
は
桑
（
く
わ
）

と
、
将
棋
の
道
具
は
最
高
級
の
材
質
の
も
の
を
設
え
た
。
脇
息
や
ち
り
箱

の
備
品
も
用
意
し
た
。
ま
る
で
プ
ロ
公
式
戦
の
対
局
室
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

山
口
は
「
キ
ャ
ウ
ジ
ン
の
弟
弟
子
で
す
よ
」
と
、
私
を
巨
泉
に
紹
介
し

た
。
キ
ャ
ウ
ジ
ン
（
狂
人
）
と
は
米
長
八
段
の
こ
と
。
奔
放
で
時
に
は
常

軌
を
逸
し
た
よ
う
な
発
想
や
生
き
方
を
し
て
い
た
の
を
、
肯
定
的
に
表
現

し
た
。

　

巨
泉
は
大
学
時
代
、
麻
雀
よ
り
も
将
棋
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の

後
、
山
口
と
親
し
く
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
将
棋
に
熱
中
し
、
米
長
に

個
人
指
導
を
受
け
て
い
た
。
巨
泉
が
司
会
を
務
め
て
い
た
深
夜
の
人
気
番

組
『
11
Ｐ
Ｍ
』
で
は
、
若
手
棋
士
同
士
の
「
目
か
く
し
将
棋
」、
巨
泉
と

女
流
棋
士
の
対
局
な
ど
、
将
棋
の
企
画
を
た
び
た
び
取
り
上
げ
た
。
中
で

も
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の
は
、
棋
士
が
公
式
戦
で
指
し
た
悪
手
を
「
次
の
一

手
」
に
出
し
た
こ
と
で
、
視
聴
者
に
大
受
け
だ
っ
た
と
い
う
。
巨
泉
な
ら

で
は
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。

　

私
は
巨
泉
と
「
飛
車
落
ち
」
の
手
合
い
で
指
し
た
。
山
口
の
影
響
を
受

け
て
定
跡
に
精
通
し
て
い
て
、
攻
め
が
強
か
っ
た
。
ア
マ
二
段
ぐ
ら
い
の
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棋
力
が
あ
っ
た
。

　

山
口
と
は
「
角
落
ち
」
の
手
合
い
で
指
し
た
。
同
じ
大
駒
落
ち
の
飛
車

落
ち
に
比
べ
て
「
平
手
」
に
近
く
、
ア
マ
四
、五
段
の
強
豪
で
も
プ
ロ
に

勝
つ
の
は
大
変
で
あ
る
。
山
口
の
将
棋
は
、
定
跡
を
き
っ
ち
り
と
習
得
し

て
本
格
的
だ
っ
た
。
相
撲
の
ハ
ズ
押
し
の
よ
う
に
、
じ
わ
じ
わ
と
攻
め
て

優
位
を
広
げ
て
い
く
指
し
方
は
、プ
ロ
と
の
駒
落
ち
戦
で
力
を
発
揮
し
た
。

私
は
別
に
緩
め
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
つ
も
負
け
そ
う
に
な
っ
た
。

　

山
口
は
自
身
の
将
棋
に
つ
い
て
、「
序
盤
は
有
段
者
、
中
盤
は
一
級
、

終
盤
は
六
級
」
と
控
え
め
に
語
っ
た
。
将
棋
フ
ァ
ン
の
中
に
は
「
ど
う
せ

旦
那
芸
さ
」
と
冷
や
や
か
に
言
う
人
も
い
た
が
、
町
道
場
の
荒
く
れ
将
棋

と
は
一
線
を
画
し
た
。「
将
棋
は
男
の
芸
事
」
だ
と
提
唱
し
、
棋
士
か
ら

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
一
番
の
上
達
法
で
あ
る
と
説
い
た
。

　

山
口
組
の
メ
ン
バ
ー
が
、
将
棋
会
で
合
間
に
か
わ
す
雑
談
の
内
容
は
多

岐
に
及
ん
で
面
白
か
っ
た
。
巨
泉
が
所
有
し
た
馬
が
競
馬
の
レ
ー
ス
で
優

勝
し
た
、
安
倍
が
脚
本
を
書
い
て
い
る
時
代
劇
『
必
殺
仕
置
人
』
が
同
じ

時
間
帯
の
『
木
枯
ら
し
紋
次
郎
』
を
視
聴
率
で
抜
い
た
、
赤
木
が
時
代
小

説
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
す
る
、
な
ど
と
明
る
い
話
題
が
多
か
っ
た
。

　

山
口
に
は
当
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
将
棋
番
組
へ
の
出
演
依
頼
が
あ
っ
た
。

中
原
名
人
と
角
落
ち
の
手
合
い
で
お
好
み
対
局
を
指
す
企
画
で
あ
る
。
山

口
が
「
テ
レ
ビ
将
棋
は
な
あ
…
…
」
と
渋
っ
た
様
子
を
見
せ
る
と
、
巨
泉

が
「
中
原
な
ん
か
、
や
っ
つ
け
ち
ゃ
い
な
さ
い
よ
。
別
に
ハ
ゲ
な
ん
か
気

に
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
」
と
、
励
ま
し
と
も
冷
や
か
し
と
も
つ
か
ぬ

こ
と
を
言
っ
て
、
一
同
は
大
笑
い
し
た
。

　

夕
食
の
時
間
に
な
る
と
、
み
ん
な
で
地
下
の
食
堂
に
席
を
移
し
、
治
子

夫
人
の
心
づ
く
し
の
手
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
そ
し
て
、
お
酒
が
ほ
ど

よ
く
回
っ
て
く
る
と
、
雑
談
か
ら
議
論
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

巨
泉
「
奨
励
会
制
度
に
問
題
が
あ
る
。
若
手
を
伸
ば
さ
な
い
団
体
は
発
展

し
な
い
」

赤
木
「
三
段
か
ら
四
段
に
な
る
の
に
、
年
間
で
た
っ
た
二
人
だ
け
な
ん
で

す
ね
」

山
口
「
将
棋
連
盟
の
運
営
が
ま
ず
い
ん
だ
な
」

安
倍
「
将
棋
界
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
ね
」

田
丸
「
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
ち
ゃ
ち
で
す
が
同
人
雑
誌
の
『
棋
友
』
を
出

し
ま
し
た
」

巨
泉
「
競
馬
界
の
体
質
も
昔
は
古
か
っ
た
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展

で
良
く
な
っ
た
」

　

山
口
の
自
宅
で
の
将
棋
会
は
、
優
雅
な
将
棋
サ
ロ
ン
の
趣
と
、
談
論
風

発
の
雰
囲
気
が
混
在
し
た
、
居
心
地
の
良
い
空
間
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
近
く
に
住
む
漫
画
家
の
滝
田
ゆ
う
、
編
集
者
の
嵐
山
光
三
郎
、

作
家
の
常
盤
新
平
、
俳
優
（
後
年
に
映
画
監
督
）
の
伊
丹
十
三
な
ど
、
将

棋
を
指
さ
な
い
著
名
人
も
よ
く
訪
れ
た
。
山
口
の
自
宅
は「
国
立
文
化
村
」
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の
中
心
地
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

私
た
ち
『
棋
友
』
の
同
人
は
、
そ
の
後
も
山
口
の
自
宅
で
行
わ
れ
た
将

棋
会
に
た
び
た
び
呼
ば
れ
た
。
将
棋
を
指
す
の
も
話
を
す
る
の
も
、
若
者

た
ち
と
の
ほ
う
が
楽
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

将
棋
会
が
終
わ
っ
た
後
、
山
口
の
自
宅
か
ら
一
キ
ロ
ほ
ど
の
南
武
線
・

谷
保
駅
の
近
く
に
あ
る
、
も
つ
焼
き
が
お
い
し
い
「
文
蔵
」
に
行
く
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
の
小
さ
な
居
酒
屋
の
店
主
は
、
山
口
の
著
書
『
居
酒
屋　

兆
治
』
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
、
高
倉
健
の
主
演
で
映
画
化

さ
れ
た
。
夫
婦
で
ひ
っ
そ
り
と
三
〇
年
ほ
ど
営
み
、
二
〇
〇
六
年
に
諸
事

情
で
閉
店
し
た
。

　

あ
る
日
、
山
口
は
急
ぎ
の
原
稿
を
書
く
こ
と
に
な
り
、
別
の
部
屋
の
文

机
の
前
に
座
っ
て
書
き
出
し
た
。
四
〇
〇
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
に
万
年
筆

で
執
筆
し
て
い
る
様
子
は
、
外
か
ら
ち
ら
り
と
見
え
た
。
将
棋
を
指
し
て

い
る
と
き
以
上
に
、
当
然
な
が
ら
真
剣
な
表
情
だ
っ
た
。

　

山
口
が
「
週
刊
新
潮
」
に
長
期
連
載
し
て
い
た
『
男
性
自
身
』
の
エ
ッ

セ
ー
で
は
、
将
棋
界
や
棋
士
の
話
題
が
よ
く
登
場
し
た
。

　

一
九
七
六
年
四
月
二
〇
日
、現
在
の
将
棋
会
館
の
落
成
式
が
開
か
れ
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
山
口
、
放
送
作
家
の
安
倍
、
田
丸
五
段
、
真
部
一

男
五
段
、
伊
藤
果
四
段
の
五
人
は
、
式
の
後
は
新
宿
の
歌
舞
伎
町
に
連
れ

立
っ
て
行
っ
た
。
ま
だ
陽
が
高
か
っ
た
の
で
開
い
て
い
る
店
は
少
な
く
、

新
潟
料
理
の
店
に
た
ま
た
ま
入
っ
た
。
山
口
は
、
そ
の
日
の
様
子
を
次
の

よ
う
に
綴
っ
た
。

　
《
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
で
飲
み
、
そ
れ
か
ら
、
田
丸
さ
ん
と
安
倍
さ
ん
の
三

人
で
、田
丸
さ
ん
の
婚
約
者
で
あ
る
谷
川
治
恵
嬢
の
家
へ
行
っ
た
。（
中
略
）

谷
川
嬢
は
、
さ
す
が
に
棋
士
の
妻
と
な
る
人
だ
け
あ
っ
て
、
将
棋
盤
を
出

し
て
待
っ
て
い
た
。
安
倍
さ
ん
と
谷
川
さ
ん
の
将
棋
を
見
な
が
ら
ウ
イ
ス

キ
イ
を
飲
ん
だ
》

　

説
明
を
加
え
る
と
、
谷
川
嬢
は
当
時
ア
マ
で
、
現
在
は
女
流
棋
士
五
段
。

実
家
の
小
金
井
と
山
口
の
自
宅
の
国
立
は
同
じ
方
向
な
の
で
、
成
り
行
き

か
ら
タ
ク
シ
ー
に
三
人
で
同
乗
し
て
向
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
ヵ
月
後
、

私
は
谷
川
と
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
山
口
に
も
出
席
し
て
も
ら
っ
た
。

　

山
口
に
は
長
年
の
願
望
が
あ
っ
た
。
プ
ロ
野
球
の
監
督
を
一
試
合
だ
け

務
め
る
こ
と
、
名
人
戦
の
第
一
局
の
観
戦
記
を
書
く
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
者
が
一
九
七
四
年
の
名
人
戦
（
中
原
名
人
―
大
山
九
段
）
第
一

局
で
実
現
し
た
。
山
口
の
観
戦
記
は
、
作
家
ら
し
い
洞
察
力
の
あ
る
棋
士

評
、
対
局
室
の
細
や
か
な
描
写
、
独
自
に
得
た
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
、
将
棋
関
係
者
や
読
者
に
好
評
だ
っ
た
。
敗
勢
に
な
っ
た
中
原
名
人
の

泣
き
そ
う
な
表
情
に
つ
い
て
は
、《
市
谷
の
自
衛
隊
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
立
っ

た
三
島
由
紀
夫
の
顔
だ
と
気
が
つ
い
た
》
と
表
現
し
た
。
ま
た
、《
私
は
、

棋
士
に
は
ど
う
し
て
「
人
間
国
宝
」
と
か
「
無
形
文
化
財
」
の
称
号
が
与
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え
ら
れ
な
い
の
か
》
と
、
棋
士
を
称
賛
す
る
持
論
を
述
べ
た
。

　

将
棋
と
棋
士
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
山
口
は
、
自
ら
将
棋
連
盟
の
「
宣
伝

部
長
」
と
名
乗
り
、
将
棋
の
普
及
に
尽
く
す
労
を
い
と
わ
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
あ
る
時
期
か
ら
将
棋
界
や
棋
士
と
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
り
、

将
棋
も
指
さ
な
く
な
っ
た
。

　

治
子
夫
人
の
話
に
よ
る
と
、
将
棋
界
の
宣
伝
係
と
し
て
役
目
を
果
た
し

た
気
持
ち
と
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
だ
と
い
う
。
将
棋
を
指
す
と
血
圧
が

上
が
り
、
ア
イ
ス
ノ
ン
を
頭
に
巻
い
て
指
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
ほ
か
に
、

あ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
因
し
た
よ
う
だ
。
詳
細
に
つ
い
て
は
言
葉
を
濁
し
た

が
、
山
口
が
と
く
に
親
し
く
し
て
い
た
二
人
の
棋
士
と
考
え
方
で
行
き
違

い
が
生
じ
、
不
和
に
な
っ
た
と
い
う
。
山
口
の
思
い
入
れ
が
深
く
な
る
に

つ
れ
、
そ
れ
を
鬱
陶
し
い
と
感
じ
た
状
況
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

山
口
は
そ
の
後
、
甲
子
園
で
活
躍
し
た
地
元
の
都
立
高
校
の
野
球
部
を

応
援
し
た
り
、
温
泉
旅
行
に
出
か
け
た
り
、
水
彩
画
を
描
い
た
り
し
て
、

余
暇
を
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
。

　

一
九
八
七
年
に
河
口
俊
彦
六
段
、
観
戦
記
者
の
東
公
平
ら
が
中
心
に

な
っ
て
「
将
棋
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
設
立
さ
れ
た
。
将
棋
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
活
性
化
、
将
棋
に
関
わ
る
ラ
イ
タ
ー
の
待
遇
改
善
、
文
壇
将
棋
会
の
開

催
、
な
ど
を
趣
旨
に
し
た
。
山
口
は
そ
の
際
に
相
談
を
受
け
た
。
趣
旨
に

賛
同
す
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
文
章
を
書
い
た
人
た
ち
に
贈
る
「
将
棋
ペ

ン
ク
ラ
ブ
大
賞
」
の
選
考
委
員
を
引
き
受
け
た
。
さ
ら
に
、
山
口
は
以
前

に
勤
務
し
て
い
た
サ
ン
ト
リ
ー
に
持
ち
か
け
、
大
賞
の
賞
金
を
協
賛
す
る

よ
う
に
話
を
つ
け
て
く
れ
た
。

　

山
口
は
、
将
棋
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
確
立
を
か
ね
て
か
ら
提
唱
し
て
い

た
。
良
い
批
評
家
が
い
な
い
世
界
は
発
展
し
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
の

意
味
で
、
観
戦
記
者
ら
の
地
位
や
待
遇
の
向
上
を
願
っ
て
い
た
。
実
は
、

山
口
は
作
家
に
な
る
前
、
少
な
い
ス
ペ
ー
ス
で
簡
潔
に
書
か
な
く
て
は
い

け
な
い
、新
聞
の
将
棋
欄
の
観
戦
記
を
読
ん
で
文
章
を
勉
強
し
た
と
い
う
。

と
く
に
加
藤
治
郎
名
誉
九
段
の
観
戦
記
が
参
考
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

私
は
、
山
口
が
長
期
連
載
し
て
い
た
『
男
性
自
身
』
シ
リ
ー
ズ
で
の
軽

妙
で
滋
味
あ
ふ
れ
る
筆
致
が
好
き
だ
っ
た
。
一
九
七
八
年
か
ら
成
人
の
日

（
当
時
は
一
月
一
五
日
）
の
新
聞
紙
上
に
サ
ン
ト
リ
ー
の
広
告
が
毎
年
掲

載
さ
れ
た
と
き
、
山
口
は
新
成
人
に
向
け
て
簡
潔
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。
年
に
一
回
の
う
え
に
、
翌
年
は
対
象
の
読
者
は
変
わ
る
が
、
い
つ
も

素
晴
ら
し
い
内
容
だ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
を
抜
粋
で
紹
介
す
る
。

　
《
二
十
歳
の
諸
君
！　

今
日
か
ら
酒
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ

た
ら
大
間
違
い
だ
。
今
日
か
ら
酒
を
飲
む
こ
と
に
つ
い
て
勉
強
す
る
資
格

を
得
た
だ
け
な
の
だ
。
仮
免
許
な
の
だ
。
酒
を
飲
む
こ
と
は
分
を
知
る
こ

と
で
、
酒
の
上
の
約
束
を
守
り
な
さ
い
。
諸
君
は
、
い
つ
で
も
、
試
さ
れ

て
い
る
の
だ
。
と
こ
ろ
で
、
か
く
言
う
私
自
身
で
あ
る
が
、
実
は
、
い
ま

だ
に
、
仮
免
許
が
と
れ
な
い
の
だ
。
諸
君
！　

こ
の
人
生
、
大
変
な
ん
だ
》
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人
生
の
先
輩
が
新
成
人
に
助
言
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
最
後
は
年

代
の
違
い
を
超
え
て
共
感
し
合
う
こ
と
で
、
新
成
人
だ
け
で
な
く
一
般
の

読
者
か
ら
も
評
判
を
呼
ん
だ
。

　

山
口
は
晩
年
、
糖
尿
病
を
患
い
、
前
立
腺
が
ん
の
疑
い
で
除
去
手
術
を

受
け
た
。
ほ
か
の
部
位
に
も
腫
瘍
が
生
じ
、入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

入
院
す
る
前
に
黒
沢
明
監
督
の
映
画
『
生
き
る
』
を
見
て
い
た
ら
、
家
族

に
「
こ
ん
な
映
画
を
見
る
の
か
」
と
驚
か
れ
た
が
、
山
口
は
葬
式
場
面
の

左
卜
全
を
見
た
か
っ
た
と
い
う
。
入
院
中
に
検
査
の
合
間
に
外
出
許
可
が

出
る
と
、
後
楽
園
ウ
ィ
ン
ズ
で
皐
月
賞
の
馬
券
を
買
っ
た
り
、
ホ
テ
ル
で

コ
ー
ヒ
ー
を
満
喫
し
た
。

　

一
九
九
五
年
三
月
、
私
は
風
邪
が
悪
化
し
た
の
で
、
地
元
の
荻
窪
病
院

に
行
っ
た
。
そ
の
待
合
室
で
山
口
夫
妻
と
ば
っ
た
り
会
っ
た
。
二
月
に
受

け
た
検
査
の
結
果
を
聞
き
に
来
た
と
い
う
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
山
口
か

ら
は
「
君
は
エ
イ
ズ
の
検
査
か
ね
」
と
、
と
ん
だ
挨
拶
を
受
け
て
し
ま
っ

た
。
毒
舌
は
健
在
だ
っ
た
。
私
が
山
口
の
姿
を
見
た
の
は
、
そ
れ
が
最
後

と
な
っ
た
。

　

山
口
の
病
状
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
七
月
に
直
木

賞
の
選
考
会
に
出
席
し
て
、
作
家
仲
間
と
小
説
の
話
を
し
て
い
る
と
、
体

の
痛
み
を
し
ば
し
忘
れ
た
と
い
う
。
八
月
に
容
体
が
急
変
す
る
と
、
小
金

井
の
病
院
の
ホ
ス
ピ
ス
棟
に
緊
急
入
院
し
た
。

　

そ
し
て
一
九
九
五
年
八
月
三
〇
日
、
山
口
は
肺
が
ん
に
よ
っ
て
六
九
歳

で
死
去
し
た
。

　

山
口
は
『
男
性
自
身
』
の
エ
ッ
セ
ー
を
三
一
年
間
に
わ
た
っ
て
連
載
し

た
が
、
死
が
急
で
あ
っ
た
た
め
に
、
結
果
的
に
一
回
も
休
載
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
そ
の
最
終
回
に
は
、《
ど
う
や
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ば
か
り
考
え
て
い
る
。
唸
っ
て
唸
っ
て
（
あ
れ
を
断

末
魔
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
）。
カ
ク
ン
と
別
の
世
界
に
入
っ
て
ゆ
く
の
だ

ろ
う
か
》
と
い
う
一
節
が
書
か
れ
て
い
た
。

　

将
棋
連
盟
は
、
山
口
が
将
棋
界
に
果
た
し
た
功
績
に
感
謝
し
、
七
段
の

免
状
を
追
贈
し
た
。

　

私
は
、
山
口
と
そ
れ
ほ
ど
濃
密
な
付
き
合
い
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
そ
の
時
々
の
思
い
出
は
今
で
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。

　

山
口
は
京
都
に
旅
行
し
た
と
き
、
地
元
の
知
人
に
紹
介
さ
れ
て
よ
く

通
っ
た
祇
園
の
店
が
あ
っ
た
。
小
料
理
屋
「
山
ふ
く
」
で
食
事
を
し
て
か

ら
、
バ
ー
「
サ
ン
ボ
ア
」
に
寄
る
の
が
定
番
だ
っ
た
。
私
も
京
都
に
行
く

と
、
同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

そ
の
バ
ー
の
七
〇
代
の
マ
マ
は
、
マ
ス
タ
ー
の
急
死
に
よ
っ
て
三
〇
代

で
初
め
て
店
に
入
っ
た
。
洋
酒
の
銘
柄
も
ろ
く
に
知
ら
な
か
っ
た
が
、
常

連
客
の
山
口
に
助
言
さ
れ
て
カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
を
少
し
ず
つ
覚
え
た
。

私
が
そ
の
ひ
と
つ
の
ド
ラ
イ
・
マ
テ
ィ
ー
ニ
を
飲
ん
で
、
山
口
の
思
い
出



130将棋と文学スタディーズ

を
マ
マ
に
語
っ
て
い
る
と
、
当
人
が
扉
を
開
け
て
入
っ
て
く
る
よ
う
な
気

が
し
た
。

　

私
は
東
京
・
西
荻
窪
の
地
元
の
居
酒
屋
で
、
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
山

口
の
子
息
の
山
口
正
介
（
作
家
で
映
画
評
論
家
）
を
た
ま
に
見
か
け
る
こ

と
が
あ
る
。席
が
隣
同
士
に
な
る
と
、生
前
の
山
口
や
山
口
組
の
メ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
雑
談
を
か
わ
し
た
。
山
口
の
自
宅
に
あ
っ
た
五
組
の
立
派
な
盤

駒
の
こ
と
を
聞
く
と
、
あ
る
伝
手
を
介
し
て
す
べ
て
処
分
し
た
と
い
う
。

話
し
ぶ
り
で
は
、
安
価
に
た
た
か
れ
た
よ
う
だ
。
子
息
は
将
棋
を
指
さ
な

い
の
で
仕
方
な
い
が
、
誰
か
に
形
見
と
し
て
一
組
で
も
譲
っ
て
い
た
ら
よ

か
っ
た
の
に
と
、
私
は
残
念
な
思
い
を
し
た
。【
文
中
敬
称
略
】

［
将
棋
棋
士
・
九
段
］　


